
令和５年度 春季大会参加における注意事項（ガイドライン） 

 

 ◎新型コロナウイルスへの対応について，報道では緩和や簡素化の方向性が示されていますが，今大会におい

ては，皆様に引き続きご理解とご協力をいただきながら感染予防対策を講じ，３年ぶりの春季大会を無事に

開催できるように進めていきたいと思います。大会参加にあたって，以下の注意事項（新型コロナウイルス

感染防止ガイドラインを含む）を必ず確認し，開催要項と合わせて各指導者および育成会で周知・徹底を図

ってください。 

（各チェックシートの項目にも，大会参加の注意事項を遵守することが盛り込まれています） 

 

（１）試合形式など 

・試合間を１時間４０分の設定で進める。 

  ・選手登録していない団員をベンチの後ろに立たせて応援することはしない。（登録選手１５名のみ） 

    ・より安心安全な大会運営をめざし，ＴＯは継続して当該チームの育成会が行う。人数や方法については，

冬季大会の時と同様に行う。 

    ○対戦する両チームの育成会から２名ずつ出し合い、計４名で１試合通して担当する。 

※ＴＯ主任のフォローが必要ですので、前の試合の指導者が相談して担当してください。 

（特にアシスタントスコアラーが操作する「アロー」のチェンジ，ショットクロックオペレーター

が白のチームファウルを積み上げることを忘れないように注意が必要です） 

    ○チームで担当する役割は，座席に基づいて次の通りとする。 

 

                         ＴＯ主任 

              青チームから２名         白チームから２名 

← 青ベンチ 
アシスタント 

スコアラー 
スコアラー タイマー 

ショットクロック 

オペレーター 
白ベンチ → 

                       ↓ コート ↓                      

 

・モッパーは両チームから２名ずつ担当するが，モッパー席は両チームともに応援保護者席側に設置する。 

・感染予防の観点から，スポーツ場面に適しているマスク（ランニングマスクや・バフ等）であれば，試合

中に着用してプレーすることを認める。 

・全試合（予定）、ハーフタイム（残り１分で終了）にミニゲームを行う。 

 

（２）ＪＢＡ公認コーチライセンスをもった指導者が不在の場合 

    ・今大会は，チームにＥ級以上のコーチライセンスをもった指導者がいれば参加できるが、急遽やむを得な

い事情により，試合当日にE級ライセンス以上のコーチライセンス保持者が不在となる場合は，大会実行

委員長に「公認コーチ不在届」を提出し，部会長の承認を得ること。→ ＨＰに書式あり 

 

（３）会場使用の注意事項 

  ・指定された時刻を守って入場すること。 → 選手は試合開始４５分前入館、保護者は１５分前入館 

    ※入館５分前になったら，代表者が名簿等を提出しに受付へお越しください。 

  ・安心・安全な大会運営を行うためにこれまで通り，マスク（「不織布」を推奨）を着用し，会場内に設置

している消毒液で手指消毒を適宜行うこと。 

  ・会場は土足厳禁のため，上履きを必ず持参するとともに，外靴は各自で靴袋などに入れて持ち歩くこと。 

  ・ごみは各自ですべて持ち帰ること。 → 館内のごみ箱は絶対に使用しないこと。 

※トイレや手洗い，消毒等で使用したペーパータオルは，本部会で設置してあるごみ袋の中に捨ててく

ださい。 

  ・会場内では水分補給以外に飲食しないこと。 

    ・会場によって控室や動線が異なりますので，それぞれの施設館内図を必ず確認し，利用のきまりやルール



を守ること。 

 

（４）駐車場について 

・各チームの駐車プレートの掲示を徹底すること。 

・ＨＰにアップする駐車場図を確認し，マナーを守って安全に利用して駐車すること。 

※駐車場は台数制限を設けていませんが，選手送迎の際には，車内でも感染予防にご配慮ください。 

 

（５）アップについて 

  ・試合前のアップは，すべての会場で試合前のコートを使用する。 

・（写真撮影はないので）両チームがそろって始められる状態が確認できてからアップを始める。 

・アップは自ベンチ側で行う。（新ルールの適用） 

・マスクを着用せずにアップをする場合はかけ声などは出さず，不必要な会話も控える。 

  ※アップ中の感染予防や健康状態を確認するために，指導者や保護者が必ず見守るようにしてください。 

 

（６）団旗について 

・試合を行うチームだけがベンチの真上に掲揚し，試合が終わったら速やかに外すこと。 

 

（７）感染予防対策にかかわる注意事項 

＜大会前＞ 

  ア）開催要項に記載してある「大会参加募集にかかわる注意事項」の通り，大会参加を認めない場合がある。 

  イ）選手，保護者，指導者は，日頃の感染予防を継続するとともに，大会２週間前からは特に，毎日の検温

を欠かさず行って健康状態に留意し，体調管理に努める。 → 選手・指導者・保護者・役員・来賓は，

チェックシートを活用し，４月１７日から検温結果を記録して提出する必要がある。 

  ウ）新型コロナウイルス感染症と診断された者との濃厚接触がある場合，該当する選手・指導者・保護者は

参加できない。 

エ）感染が疑われる同居家族など身近な人との接触がある場合，該当する選手，指導者，保護者は参加でき

ない。 → 感染の恐れが拭えない以上は参加を認めることができないため，同居家族に体調不良や風

邪症状がある場合は，早めに医療機関を受診して医師の判断を仰ぐ。 

オ）大会参加の４日前から，３７．５℃以上の発熱等の体調不良があった場合，当該者は大会に参加できな

い。ただし，当該者が練習等の活動を自粛し，発症から遡って４８時間以内にチームとの接触がない場

合は，当該者を除きチームの参加を認める。 

カ）育成会は，自チームの選手と応援保護者に今大会用のチェックシート（承諾書）をそれぞれ配付し，大

会参加の注意事項を確認してチーム全体に周知する。 

  キ）育成会は，応援保護者の人数が定員以下になるように調整し，【Ｒ５春季】参加者名簿（選手・保護者）

を作成する。 → 個人のチェックシートＮｏ．と必ず合わせる。 

     ※全会場共通 → フロア応援席にモッパー席も含め，１５席用意する。 

     ※「【Ｒ５春季】健康チェックシート・承諾書」と「【Ｒ５春季】参加者名簿」は，大会ごとにＨＰ

から必ず新しいものをダウンロードして活用してください。 

     ※各チームの試合日程に応じて，適した様式を選択し，印刷してください。 

→ 検温の記録欄が異なるため，必ずチームで確認した上で記入してください。 

  ク）応援保護者は「運営協力者」として入場し，感染対策や運営に最大限の協力をしていただく。感染状況

によっては，応援保護者の数を減らす，または入れずに無観客で試合を行うことも検討する。 



  ケ）大会の開催２日前の練習試合や合同練習（男女でのゲーム形式・合同練習も含む）は控える。 

 

＜大会当日＞ 

  ア）チーム代表者は，入館する前に「【Ｒ５春季】健康チェックシート・承諾書」を確認して，選手・応援

保護者の分をそれぞれとりまとめておく。 

     ※万が一遅れて入館する人がいる場合は，その旨を名簿に記入して受付係に伝えてください。 

  イ）各チームで作成した参加者名簿と，当日の参加者およびチェックリストＮｏ．に相違がないことを確認

する。 → 当日になって参加者の変更があった場合は手書き修正で構わない。 

    →アとイは，Ａ４のクリアファイルに一緒に入れて，日ごとに毎回提出する。 

※選手用は選手の入場時に，応援保護者用は応援保護者の入場時にそれぞれ提出してください。 

     ※指導者用については，各自で大会本部に提出・報告するため，チームと一緒には提出しません。 

  ウ）応援保護者は，試合時刻の２０分前に集合し，受付係の確認を受けてから１５分前に入館する。 

     その際は，①代表者が館内に入り，受付係にそろったことを伝えて名簿を提出する。 

          ②入口で手指消毒を行い，会話をせず，まとまって速やかに入館する。 

          ③必要に応じて非接触型温度計（協会備品）を使って再検温を行う。 

  エ）応援保護者と指導者は，必ずチームのＩＤカードを着用する。 

  オ）選手は試合時刻の５０分前に集合し，受付係の確認を受けてから４５分前に入館する。 

     その際は，①付き添い保護者が館内に入り，受付係に名簿を提出する。（②③保護者と同様） 

          ④入館したら控室には行かずにそのままベンチに入る。 → 荷物はベンチの後ろに置く。 

  カ）付き添いとして保護者（４名まで）は選手と一緒に入館し，選手に帯同する。 

     ※その４名は名簿上で確認できるように備考欄に記入しておいてください。 

 

＜試合中の注意事項＞ 

  ア）試合の前後やクォーター間などに，こまめな手洗いや消毒を行う。 

     ※チームで用意した手指消毒液をベンチ内に置いて，適宜活用してください。 

  イ）保護者・指導者は，試合中にマスク（「不織布を推奨」）を着用する。 

  ウ）選手は，アップでマスクを外す場合は，不必要な会話や発声は控える。ベンチでは，可能な限り隣同士

の間隔を空ける。応援は，常に声を出し続けたり大声を出したりすることはしない。 

     ※試合に出ない選手は，ベンチ内でマスク（「不織布を推奨」）を着用する。 

  エ）入場時の挨拶や指導者への挨拶などは，狭い場所で団員が大勢集まって行わないようにする。 

  オ）試合前の円陣や声出しは控える。 

  カ）試合前後の選手同士の握手，試合中のハイタッチや至近距離での声かけは行わない。 

  キ）応援席では一定の距離を保ち，常に声を出し続けたり大声を出したりすることはしない。 

  ク）試合中の写真・ビデオ撮影は応援席から行い，離れたり立ち歩いたりしての撮影はしない。 

  ケ）試合の動画（ライブ）配信については，次の２点を条件に，各チームの責任において行う。 

    ①観戦に来られない保護者やチーム関係者に対する配信が目的であること。 

    ②チーム内に限った閲覧のみとし，動画をネットやＳＮＳ上にアップしないこと。 

コ）選手同士で，タオルやドリンクボトルなどを共用しない。 

  サ）試合直前，直後のミーティングは時間をかけず，適切な距離をとって行う。 

 

 ＜試合後の注意事項＞ 

  ア）審判やＴＯ，応援保護者への挨拶を行わずに，速やかにベンチを空ける。 

イ）廊下やロビー等，狭いスペースでのミーティングは控える。行う場合は、チーム控室等を活用して短時

間にする。やむを得ない場合は，自ベンチ前のコート内にて短時間で行う。 

  ウ）選手は荷物を持って控室に移動し，着替えやクールダウンのほか，手洗いや消毒なども行う。 

エ）更衣室などの共用スペースではお互いに気を配り，一度に大勢の人が利用しないようにする。 

オ）速やかな退館を心掛け，育成会は応援席やベンチの消毒作業を行う。 

  カ）試合終了後，４日以内に新型コロナウイルス感染症を発症した場合は，速やかに大会実行委員長に報告

する。 

※ このガイドラインは、ＪＢＡおよびＨＢＡから発出された新型コロナウイルス感染防止ガイドラインにもとづき、地区U12部会で検討・作成しています。 


